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and Urinary Excretion Rate of Hippurohyd­
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444 - 450， 1980. 
6) Munakata K.， Kobashi K.， Takebe S. 
and Hase ]. : Therapy for Urolithiasis by hydro­
xamic Acids. 111. Urease Inhibitory Potency and 
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1980 
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と す る 尿蛋 白 の ス ラ プ電気泳動に よ る 分析， 環境保
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Shinoda H. : Quantum Biophysical Study on 
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⑨ そ の 他
1) 小橋恭一 : 臨床医学大事典， 講談社， 分担執
筆.
2) 小橋恭一 : 臨床酵素学事典， 講談社サ イ エ ン
テ イ ブ イ ク ， 分担執筆.
⑩ 学会報告
1) 小橋恭一， 竹部幸子， 宗像敬一， 長谷純一 :
ヒ ド ロ キ サ ム 酸 に よ る 尿路結石症の 治療， N-ア シ ル
グ リ シ ノ ヒ ド ロ キ サ ム 酸の代謝， 日 本薬学会第100年
会， 1980 . 4 ， 東京.
2) 宗像敬一， 小橋恭一， 竹部幸子， 長谷純一 :
ヒ ド ロ キ サ ム 酸 に よ る 尿路結石症の 治療， N-ア シ ル
グ リ シ ノ ヒ ド ロ キ サ ム 酸の ウ レ ア ー ゼ阻害 と 尿 中排
世， 日 本薬学会第100年会， 1980 . 4 ， 東京.
3) 難波恒雄， 金 学宣， 服部征雄， 小橋恭一 :
腸内細菌 に よ る 大黄成分の代謝， セ ン ノ サ イ ド A ，

















腸内菌叢の酵素 と 宿主 と の 生化学的相互作用 を 主
題 と し て 研究 し て い る . 腸内菌の 99% を 占 め る 偏性
嫌気性菌 は そ の 分類， 培養法が， 現在 よ う や く 確立
さ れて き た が， そ の 生化学~生理的作用 は ほ と ん ど
明 ら か に さ れて い な い . こ の た め 消化管 内 に お け る
外来性化学物質 (食品， そ の添加物， 和漢薬 を 含 む
医薬品， 毒物等) や 内 因性化学物質 (胆汁， 消化液
成分) の偏性嫌気性菌酵素 に よ る 代謝が宿主に どの
よ う な影響， 効果 を も た ら す か に つ い て ， 次の テ ー
マ を 中心 に 検討 し て い る .
1) 消化管内 あ る い は 尿路に お け る 尿素 由来の ア
ン モ ニ ア 産生 と 高 ア ン モ ニ ア 血症 ま た は 尿路結石症
と の 関係 と ア ン モ ニ ア 産生阻害剤 の 臨床 的応用.
2) 消化管 内 に お け る コ レ ス テ ロ ー ルや胆汁酸の
代謝 と 高脂血症お よ び、 コ レ ス テ ロ ー ル胆石症 と の 関
係.
3) 食品 中汚染重金属の 化学形態の 消化過程 に よ
る 存在様式の 変化.
4) 和漢薬成分の 腸内菌に よ る 代謝 と そ の薬効発
現 と の 関係お よ び菌叢の個人差の薬効 に 及 ぼす影響.
5) 発癌性~突然変異性物質の腸内菌に よ る 修飾.
こ れ ら の 各研究テ ー マ を 支 え る た め に は 臨床化学的
分析が必要 であ る が， と く に 生体成分の酵素的測定，
体液蛋 白 の 電気泳動分析な ど に よ る 代謝異常の 診断
法に つ い て も 検討 し て い る .
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